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人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

自
由
で
あ
り
、
平
等
で
あ
る

い
か
な
る
国
や
個
人
も
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
れ

絶
対
に
こ
れ
を
侵
す
こ
と
は
で
き
な
い

幾
多
の
試
練
と
犠
牲
の
も
と
に

日
本
国
憲
法
と
世
界
人
権
宣
言
は

こ
の
人
類
普
遍
の
原
理
を
あ
ら
わ
し

人
権
の
尊
重
が

国
際
社
会
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

今
日
、
我
が
国
社
会
の
実
情
は

い
ま
だ
に
差
別
意
識
と
偏
見
が

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
深
く
根
づ
き

部
落
差
別
を
は
じ
め

障
害
者
、
女
性
、
先
住
民
族
、
外
国
人
へ
の
差
別
な
ど

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
間
が
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
か

人
間
が
つ
く
り
あ
げ
た
差
別
は

人
間
の
理
性
と
良
心
に
よ
っ
て

必
ず
や
解
消
で
き
る
こ
と
を

我
々
は
確
信
す
る

平
和
で
心
ゆ
た
か
な

人
間
尊
重
の
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
品
川
区
は

『
人
権
尊
重
都
市
品
川
』
を
宣
言
し

差
別
の
実
態
の
解
消
に
努
め

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
啓
発
と
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
を

こ
こ
に
誓
う

（
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
よ
り
）

12月10日㈭
午後0時50分開演
（午後0時20分開場）

きゅりあん大ホール
（大井町駅前）
定員／1,100人（抽選）
申込方法／11月17日㈫（消印有効）
までに、往復はがき（1枚で2人まで）
に「つどい」とし、代表者の住所・
氏名（ふりがな）・電話番号、参加
者の氏名（ふりがな）を人権啓発課
（〠140－0013南大井5－2－17）へ
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「
ま
ぼ
ろ
し
の
邪

馬
台
国
」
製
作
委
員
会

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い

古代日本の手がかりとなる「邪馬台国」。日本古代
史最大のなぞに挑戦した昭和の奇人・宮﨑康平と
彼の情熱を信じた妻・和子の夫婦愛の物語です。
出演／吉永小百合、竹中直人ほか　　※字幕付き。

NHK在職中に担当
した「難問解決！
ご近所の底力」な
どの番組からの経
験や生き方につい
てお話しします。
講師／
堀尾正明
（フリーアナウンサー）

※手話通訳・要約筆記付き。

講演 あなたが主役でまちが輝く
地域の底力のヒミツ 映画 まぼろしの邪馬台国

心
と
心

心
と
心

ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る

ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
明明み

ら

い

み

ら

い日日
をを

だ
れ
も
が
輝
い
て
生
き
る
た
め

だ
れ
も
が
輝
い
て
生
き
る
た
め

12
月
4
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

●
世
界
人
権
宣
言

　

昭
和
23
（
1
9
4
8
）
年
12
月
10
日
に
国

連
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
世
界
人
権
宣
言
は
、
人
権
と
自
由

を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人

と
す
べ
て
の
国
と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基

準
を
宣
言
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
昭
和
25

（
1
9
5
0
）
年
の
国
連
総
会
で
、
12
月
10

日
を
「
世
界
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
12
月
10
日
の
世
界
人
権
デ
ー

を
最
終
日
と
す
る
1
週
間
を
人
権
週
間
と
定

め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の

啓
発
活
動
を
全
国
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

●
区
の
取
り
組
み

　

区
で
は
、
平
成
5
年
4
月
に
都
内
で
唯
一

の
『
人
権
尊
重
都
市
品
川
宣
言
』
を
制
定

し
、
平
和
で
心
ゆ
た
か
な
人
間
尊
重
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
12
月
10
日
に

は
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
人
権
週
間
〜
講
演

と
映
画
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
も
う
一
度
、
人
権
に
つ
い

て
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
4
日
〜
10
日
は

人
権
週
間
で
す

人権週間
特集号

問い合わせ／品川区人権啓発課☎3763－5391



　人権擁護委員は地域の中から人権擁護に理解のある方を区長が推薦し、法務大臣
が委嘱します。
　21年度は「みんなで築こう  人権の世紀～考えよう  相手の気持ち  育てよう思いや
りの心」をテーマに様々な啓発活動を積極的に展開しています。

人権啓発活動
　品川地区人権擁護委員会では、毎年小学校に｢人権メッセージ｣の発表や「人権の花」
運動、中学校に ｢人権作文｣ の協力をお願いしています。
　今年は ｢人権メッセージ｣ を浅間台小学校の皆さんが発表し、｢人権の花｣ は品川・
御殿山・源氏前小学校の皆さんが「グラジオラス」「ミニコスモス」「ルピナス」の
花を咲かせました。
　｢人権作文｣ は荏原平塚・荏原第六中学校の皆さんが参加しました。
　このような活動を通して、思いやりのある心ゆたかな子どもに育ってくれること
と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　（品川地区人権擁護委員会）

人権擁護委員による人権身の上相談
悩みをお持ちの方は一人で悩まずに、気軽にご相談ください。
相談日／第1・3火曜午後1時～4時
※受付は午後3時まで。
問い合わせ／広報広聴課区民相談室☎3777－2000

○人権週間街頭キャンペーン　12月10日㈭午前11時15分から大井町駅前

 野田律子（東品川） 小原愉里（東品川） 鶴田忠雄（西品川）
塚田成四郎（東五反田） 小路良　  （南大井） 小越是誠（南大井） 森田和枝（西大井）
海沼マリ子（平　　塚） 山本文武（旗の台） 冨沢敦子（戸　越）

区の人権擁護委員

人権擁護委員の活動

問い合わせ／品川区人権啓発課☎3763－5391
古紙配合率70％再生紙を使用しています

●小中学生人権標語・ポスター展
●人権啓発パネル展（人権擁護委員の活動紹介など）
会場／レクホール

12月5日㈯
●女性弁護士による法律相談
時間／①午前9時～正午　②午後1時～4時
会場／第2講習室
定員／各6人（先着）
申込方法／12月4日㈮までに、電話で男女共同参画センター☎5479－4104へ

12月6日㈰
●映画「ブタがいた教室」DVD上映会
新米教師の星先生は6年2組の子どもたちと卒業ま
での1年間、「食べる約束」で子ブタを飼いはじめる。
しかし毎日世話をする中で芽生える愛情、そして迎
える卒業式。クラスが最後に出した「答え」とは？
時間／午後1時30分～3時30分
※上映に先立ち小学生人権メッセージと中学生人権
作文の区代表作品を朗読します。
出演／妻夫木聡、26人の子どもたち　ほか
※字幕付き。
定員／400人（先着）
会場・参加方法／当日、大ホールへ
●人権擁護委員による人権身の上相談
時間／①午前9時～正午　②午後1時～4時
会場／第2講習室
定員／各3人（先着）
申込方法／12月4日㈮までに、電話で広報広聴課区民相談室☎3777－2000へ

12月7日㈪
●家庭教育講演会「思春期の子どもとの向き合い方」
時間／午前10時～正午
講師／伊藤美奈子（慶應義塾大学教職課程センター心理学教授）
※手話通訳付き。
定員／430人（先着）
託児／2歳～就学前のお子さん20人（先着）　※おやつ代100円。
※託児希望の方は、11月27日㈮までに電話で庶務課へ。
会場・参加方法／当日、大ホールへ
問い合わせ／庶務課庶務係☎5742－6824

●
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

　

男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る
意
識
か

ら
生
ま
れ
る
家
庭
や
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別

や
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き
て
い
ま
す
。
女
性
・
男

性
と
も
に
能
力
と
個
性
を
発
揮
で
き
る
社
会
の

実
現
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待
、
児
童
買
春
、

児
童
ポ
ル
ノ
な
ど
に
よ
り
子
ど
も
の
生
命
が
奪

わ
れ
た
り
、
心
身
や
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影

響
が
及
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
も
一
人

の
人
間
と
し
て
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

●
高
齢
者
を
大
切
に
す
る

　

心
を
育
て
よ
う

　

就
職
差
別
や
介
護
者
に
よ
る
身
体
的
・
心
理

的
虐
待
、
家
族
に
よ
る
経
済
的
虐
待
な
ど
が
起

き
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
精
神
的
に
も
肉
体
的

に
も
不
安
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

　

平
等
を
実
現
し
よ
う

　

車
い
す
で
の
乗
車
拒
否
や
ア
パ
ー
ト
へ
の
入

居
拒
否
、
理
解
不
足
か
ら
生
じ
る
偏
見
や
差
別

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
も
地
域

の
中
で
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
社
会
の
実
現

（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
が
望
ま
れ
ま
す
。

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

　

部
落
差
別
と
は
日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展
の

過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
差
別
に
基
づ
く
も

の
で
す
。
被
差
別
部
落
出
身
と
い
う
理
由
で
、

結
婚
を
妨
げ
ら
れ
た
り
、
就
職
で
不
公
平
に
扱

わ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
差
別
を
受
け
、
基
本
的

人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る

　

理
解
を
深
め
よ
う

　

法
の
下
の
平
等
を
保
障
さ
れ
た
国
民
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る

理
解
不
足
か
ら
就
職
や
結
婚
な
ど
で
の
偏
見
や

差
別
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
世
以
降

の
同
化
政
策
な
ど
に
よ
り
、
独
自
の
豊
か
な
文

化
や
伝
統
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

●
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

　

言
語
、
宗
教
、
生
活
習
慣
な
ど
の
違
い
か
ら
、

就
職
差
別
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
入

居
拒
否
、
公
衆
浴
場
で
の
入
浴
拒
否
な
ど
が
起

き
て
い
ま
す
。
地
域
の
一
員
と
し
て
、
文
化
な

ど
の
多
様
性
を
受
け
入
れ
尊
重
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

　

者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

　

エ
イ
ズ
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
は
じ
め
と
す
る

感
染
症
に
対
す
る
誤
っ
た
知
識
や
理
解
不
足
か

ら
、
職
場
や
医
療
現
場
な
ど
社
会
生
活
の
様
々

な
場
面
で
差
別
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
が

起
き
て
い
ま
す
。
患
者
・
元
患
者
の
方
に
対
す

る
理
解
は
不
十
分
な
状
況
と
い
え
ま
す
。

●
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

　

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

　

周
囲
の
偏
見
か
ら
、
刑
を
終
え
て
出
所
し
た

人
や
そ
の
家
族
は
、
就
職
や
住
居
な
ど
の
確

保
が
困
難
で
あ
る
な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
ま

す
。
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
が
更
生
す
る
た

め
に
は
、
本
人
の
強
い
意
欲
と
と
も
に
、
周
囲

の
理
解
と
協
力
が
重
要
で
す
。

●
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

　

人
権
に
配
慮
し
よ
う

　

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
傷
つ
い
た
人
が
平
穏
な

生
活
を
取
り
戻
す
に
は
、
地
域
の
人
の
暖
か
い

心
づ
か
い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
心
な
い
中
傷
や

興
味
本
位
の
う
わ
さ
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
被
害

者
や
家
族
を
傷
つ
け
る
こ
と
の
無
い
よ
う
配
慮

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

　

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

　

特
定
の
個
人
へ
の
誹ひ
ぼ
う謗

・
中
傷
の
書
き
込
み

や
差
別
を
助
長
す
る
表
現
の
掲
載
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
匿
名
性
や
情
報
発
信
の
容
易
さ

を
悪
用
し
た
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
個
人
の

名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
正
し
い
理
解

と
モ
ラ
ル
の
向
上
が
必
要
で
す
。

●
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る

　

偏
見
を
な
く
そ
う

　

自
立
の
意
思
が
あ
り
な
が
ら
も
や
む
を
え
ず

ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
る
人
々
が
多
く
い
る
中
、
嫌

が
ら
せ
や
暴
行
を
受
け
る
な
ど
の
問
題
が
起
き

て
い
ま
す
。
近
隣
住
民
や
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
権

に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
自
立

支
援
に
対
す
る
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

●
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る

　

差
別
を
な
く
そ
う

　

同
性
愛
者
や
両
性
愛
者
の
人
々
へ
の
偏
見
は

根
強
く
、
様
々
な
場
面
で
人
権
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
は
、

現
在
で
は
不
当
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
偏
見
や
差
別
を
受
け

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

●
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

　

差
別
を
な
く
そ
う

　
「
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の
特

例
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
条
件
を
満

た
す
場
合
、
性
別
の
変
更
に
つ
い
て
審
判
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
性

同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
が
あ

り
ま
す
。

●
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

　

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

　
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
、
拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め
と
す
る

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

　

性
的
搾
取
、
強
制
労
働
な
ど
を
目
的
と
し
た

人
身
取
引
（
ト
ラ
フ
ィ
ッ
キ
ン
グ
）
は
重
大
な

犯
罪
で
あ
る
と
と
も
に
、
基
本
的
人
権
を
侵
害

す
る
深
刻
な
問
題
で
す
。

日時／12月6日㈰午後1時～4時（正午開場）
　第１部　記念式典・障害者表彰
　第２部　講演「誰にもやさしい暮らしや
すさをめざして～チャレンジド（障害者）
を納税者に」
講師／竹中ナミ
（プロップステーション理事長）
　第３部　○アフリカ太鼓～新倉壮朗の世界
○大石亜矢子＆盲導犬セロシア  ジョイン
トコンサート
※障害者団体紹介パネル展示、障害者施設
作品販売も行います。

※先着1,000人に障害者手作り作品をプレ
ゼントします。
※手話通訳・要約筆記が付きます。
※視覚障害のある方は、副音声で舞台の解
説をしていますので、イヤホン付きＦＭラ
ジオをお持ちください。
※送迎が必要な方は、11月13日㈮までに
ご連絡ください。
会場・参加方法／当日、きゅりあん大ホー
ル（大井町駅前）へ
問い合わせ／心身障害者福祉会館
（☎5750－4996 Fax3782－3830）

障害者週間 記念のつどい 障害者週間（12月3日～9日）を
記念して毎年開催しています

日時 12月5日㈯～7日㈪午前9時～午後5時
※7日は午後3時まで。

会場荏原文化センター（荏原中延駅徒歩5分）

しながわ人権のひろば2009しながわ人権のひろば2009

ⓒ2008「ブタがいた教室」製作委員会

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人

権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識
す
る
こ

と
や
、他
人
の
人
権
に
配
慮
し
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を

認
識
す
る
こ
と
が
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀


